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「くらし日本一のまちづくりに」平成7年度決算・臼　～

第4回白石市生涯学習フェスティバル　～ 1996

　夏真っ盛りの8目12日、白石花火大会が行われました。

　昨年復元された臼石城天守閣から事前に応募した約80人が、ちょっとした殿様気分で花

火を見ていました。

　もう外は秋の風景ですが、真夏の風景をちょっとだけお楽しみください。
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平
成
七
年
度
の
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月
六
目
か
ら
二
十
七
日
ま
で
行
わ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
台
所
は
決
し
て
裕
福
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
七
年
度
も
限
ら
れ
た
お
金
を
有
効
に
使
っ
て
、
く
ら
し
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
決
算
は
市
の
家
計
簿
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
い
く
ら
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
ぞ
す
。

　
今
月
号
ぞ
は
、
平
成
七
年
度
の
各
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
七
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

収
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）
が
百
九
十

↓
億
四
千
三
百
九
十
七
万
円
で
、
支
出

（
市
が
使
っ
た
お
金
）
が
百
八
十
六
億

一
千
四
百
四
十
五
万
円
で
し
た
。
差
し

引
き
で
五
億
二
千
九
百
五
十
二
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
、
こ
の
う
ち
二
億
二

千
四
百
七
十
万
円
は
基
金
に
積
み
立
て

残
り
は
平
成
八
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し

た
。

　
収
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
の
は
、
市
税
で
賄
い
き
れ
な
い
財

源
の
不
足
分
を
補
う
た
め
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
た
地
方
交
付
税
で
四
十
七
億
百

六
十
五
万
円
で
し
た
。

　
次
に
多
い
の
が
、
白
石
第
二
小
学
校

建
設
事
業
や
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ

セ
建
設
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
借
り

入
れ
た
市
債
（
地
方
債
）
で
四
十
四
億

四
千
三
百
六
十
万
円
（
全
収
入
の
二
十

三
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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本
市
は
、
こ
の
よ
う
に
（
仮
称
）
ホ

ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
建
設
事
業
等
の
地
方
単

独
事
業
や
、
白
石
第
二
小
学
校
建
設
事

等
の
補
助
事
業
な
ど
の
公
共
事
業
の
財

源
と
し
て
積
極
的
に
市
債
（
地
方
債
）

を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

借
入
金
に
係
る
元
金
や
利
子
の
償
還
金

の
お
よ
そ
三
（
0
）
～
］
○
○
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
を
、
後
で
国
が
地
方
交
付
税
と
い

う
形
で
戻
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
た
い

へ
ん
得
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
（
白
石
市
の
地
方
債
の
状
況
に
つ

い
て
は
P
4
～
5
を
参
照
）

　
次
に
多
い
の
が
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
市
税
で
す
。
こ
の
市
税
は
、

固
定
資
産
税
、
市
民
税
、
都
市
計
画
税

な
ど
で
四
十
一
億
九
千
九
百
九
十
八
万

円
（
全
収
入
の
二
十
一
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を

使
っ
た
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
の
一
般
会
計
で
最
も
多
く
支
出
し

た
の
は
、
総
務
費
で
五
十
五
億
六
千
九

百
五
十
四
万
円
（
全
支
出
の
二
十
九
・
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一般会計歳出決算額

」
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撃

九
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
お
金
は
、
主
に
（
仮
称
）
ホ

ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
建
設
事
業
を
は
じ
め
一

般
事
務
費
や
基
金
（
市
の
貯
金
）
の
積

立
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
市
道
や
都
市
計
画
街
路
等
の
整

備
（
土
木
費
）
に
三
十
億
四
千
五
百
二

十
二
万
円
、
白
石
第
二
小
学
校
建
設
事

業
や
深
谷
小
学
校
三
住
分
校
大
規
模
改

造
等
の
学
校
教
育
や
社
会
教
育
等
の
経

費
（
教
育
費
）
に
二
十
六
億
四
十
六
万

円
、
老
人
医
療
や
乳
幼
児
医
療
費
、
北

保
育
園
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
等
の
経
費
（
民
生
費
）
に
十
九
億
二

千
百
四
十
一
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
を
市
民
一
人
当

た
り
で
み
る
と
、
約
四
十
四
万
円
を
使

っ
た
こ
と
に
な
り
、
一
世
帯
当
た
り
に

す
る
と
約
百
四
十
九
万
円
を
支
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
納
め
ら
れ
た

税
金
は
、
一
人
当
た
り
約
十
万
円
、
一

世
帯
当
た
り
で
は
三
十
四
万
円
余
り
を

負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
平
成

八
年
三
月
末
日
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ

る
人
口
四
万
一
千
八
百
三
十
四
人
、
世

帯
数
一
万
二
千
四
百
六
十
世
帯
で
計

算
）
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辱
心人口41，834人として

考えると市民1人当たり・・

総務費133，134円

72，793円

62，162円

45，930円

44，377円

37，278円

25，359円

9，260円消防費

に4，302円都市計画税50，214円固定資産税

2，698円軽自動車税など38，761円市民税
＝
圏

》
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土木費

教育費

農林水産業費

衛生費

…

民生費

公債費
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その他

4，421円市たばこ税
100，396円／
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収
入

　　　　　　　　　　　　県支出金8億292万円
　　　　　　　　　　　　地方譲与税3億9，140万円
　　　8億6，086万円、　　　自動車取得税交付金1億9，333万円

　　11億6，757万円　＼＼、繰越金ほか7億9，526万円
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国
ユ

K市　税．

41億9，998万円

市『簿。怒
44億4，360万円
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47億165万円
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上水道事業会計

収益的収入及び支出

　収入　10億4，342万円

　支出　9億1，083万円
資本的収入及び支出

　収入　1億3，429万円
　支出　3億1，988万円

†＝＝
目

　農業集落排水事業

　　収入　4億8，654万円

　　支出　4億6，769万円

　　老人保健

収入　31億5，580万円

支出　31億877万円

別　　　会
地方卸売市場事業

　収入　1，624万円
　支出　1，624万円

　特
下水道事業
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国民健康保険

収入　23億9，412万円

支出　22億5，423万円



①
地
方
債
と
は
何
で
す
か
？

　
国
の
借
入
金
は
「
国
債
」

「
地
方
債
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
市
町
村
の
長
期
の
借
入
金
は

②
地
方
債
を
な
ぜ
借
り
る
の
で
す
か
？

　
市
の
主
な
財
源
で
あ
る
市
税
は
景
気
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
事
業
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
地
方
債
を
借
り
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
な
ど
突
発
的

な
事
業
や
、
大
規
模
な
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
債
を
借
り
る
と
、
財
政
負
担
を

均
等
に
で
き
ま
す
し
、
白
石
第
二
小
学
校
な
ど
長
く
使
わ
れ
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

使
う
人
た
ち
の
負
担
を
公
平
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
白
石
市
が
地
方
債
を
多
く
活
用
し
て
い
る
の
は
、
白
石
城
、
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ

ト
メ
ッ
セ
建
設
等
に
借
り
入
れ
た
地
域
総
合
整
備
事
業
債
（
地
方
債
の
種
類
の
ひ
と
つ
）

等
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
借
入
金
の
元
金
や
利
子
の
返
済
の
お
よ
そ
三
〇
～
一
〇
〇
％
程

度
が
国
か
ら
地
方
交
付
税
と
い
う
形
で
戻
し
て
も
ら
え
る
非
常
に
有
利
な
地
方
債
だ
か

ら
で
す
。
（
表
－
1
参
照
）

　
平
成
七
年
度
一
般
会
計
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
（
利
息
が
高
い
と
き
に
借
り
、
期

限
前
に
返
し
た
高
利
率
の
地
方
債
三
億
二
千
八
百
七
十
万
円
を
除
く
）
十
五
億
二
千
七

百
万
円
の
う
ち
約
四
〇
％
の
六
億
一
千
万
円
ほ
ど
が
地
方
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
戻
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
表
－
2
参
照
）

歴
曝

完成した白石第二小学校

●平成7年度地方債を活用した主な事業　（単位：千円

　　事　業　名　　　　　　事業費　　地方債額

O北保育園　　　　　　　　　55，037　　　20，000

0白石第二小学校　　　　　1，352，669　　681，300

0（仮称）ホワイ1・メ・ソセ　　2，617，768　　1，960，600

0市営鷹巣住宅　　　　　　　325，227　　　267，200

0市道整備　　　　　　　　1，282，736　　504，000

0都市計画街路整備　　　　　281，821　　　99，100

0公園整備　　　　　　　　　254，233　　　114，200

※事業費及び地方債額は全て平成7年度分に係る決算額です．
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18．6

　　公債費（元利償還金）の推移
牽繰上償還金とは高利率の地方債を期限前に返したもので
　通常の元利償還金とは異なります。

□元金□繰上償還金□利子
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平成3年度平成4年度平成5年度　平成6年度平成7年度
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o

P

③
地
方
債
を
ど
の
く
ら
い
借
り
て
い
ま
す
か
？

　
市
民
か
ら
期
待
さ
れ
る
、
様
々
な
事
業
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
か
つ
一
刻
も
早
く
実
行

す
る
た
め
に
は
、
地
方
債
に
よ
る
資
金
調
達
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
地
方
債
残
高

も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
七
年
度
末
で
は
、
百
八
十
二
億
七
千
四
百
九
十
一
万
八

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
に
は
、
地
方
交
付
税
で
国
か
ら
戻
し
て
も
ら
え
る
お
金
が
お
よ
そ
七
十
億
七

千
四
百
万
円
ほ
ど
あ
り
、
差
し
引
き
正
味
の
地
方
債
残
高
は
百
十
二
億
百
万
円
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
、
都
市
整
備
基
金
、
減
債
基
金
等
の
基
金
（
市
の
貯
金
）

の
総
額
が
お
よ
そ
六
十
七
億
五
百
万
円
（
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
貯
金
を
差
し
引
く
と
白
石
市
の
地
方
債
残
高
は
約
四
十
四
億
九
千
六

百
万
円
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
．
、
、

白石城での自石春まつり出陣式

’
、
譲
♂

レ

卜
鮮

表一1

●平成7年度末地方債残高主な内訳（単位：千円

地方交付税算入率
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平成7年度糊在高分区

7．752．276地域総合整備事業債

763．260一般公共事業債

1，327，633臨時地方道・
臨時河川等整備事業債

3．131．593義務教育施設整備事業債

381．995辺地対策事業債

144．793災害復旧事業債

1．503．256減税補てん債等

3，270，112他のそ

18，274，918計

④
地
方
債
は
何
に
で
も
使
わ
れ
る
の
で
す
か
？

　
地
方
債
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
議
会
で
、
そ
の
借
入
額
、
条
件
な
ど
が
決
め
ら

れ
、
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
県
に
申
請
を
し
、
知
事
が
借
入
を
許
可
し
ま
す
、

　
収
入
が
不
足
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
地
方
債
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
地
方
債
を
充
て
る
事
業
は
、
文
教
施
設
、
厚
生
施
設
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
事
業
や
突
発
的
に
発
生
し
た
災
害
復
旧
な
ど
の
事
業
に

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
ま
た
、
市
債
を
借
り
入
れ
た
際
、
毎
年
度
元
金
の
償
還
及
び
利
子
の
支
払
い
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
公
債
費
と
い
い
、
こ
の
公
債
費
の
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合

を
公
債
費
比
率
と
い
い
ま
す
。
財
政
の
健
全
性
を
保
つ
た
め
に
は
、
こ
の
率
が
高
く
な

ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
平
成
七
年
度
の
臼
石
市
の
公
債
費
比
率
は
十
五
・
六
％
と
前
年
度
と
比

較
し
て
○
・
三
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
に
留
ま
り
、
県
内
］
○
市
中
、
中
ほ
ど
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
（
表
－
3
参
照
）

（単位：％1

平成7年度

表一3

●公債費比率の状況

平成6年度平成5年度平成4年度平成3年度

！5．615．313．912．411．1



第4回白石市生涯学習 フェスティバル
■

●お問い合わせ先　費25－2111内線305・410

妻

ふるさとの昔をしのぶ

　10月
12日（火）

9：00’》14＝30

＝いい日・いい出会いといい発見を＝

　　われらが片倉小十郎ゆかりの白石城、武家屋敷を散策
　　　　　　　　　　　　いにしえ　し、その静かなただずまいに古をしのぶとともに生涯学

　習施設をめぐり、新しい発見をしましょう。

　　　がく

生涯楽習ツアー
「われらふるさと学び隊」

　貸し切りバスや徒歩でふるさと

をめぐり、楽しい発見をしましょう。

●コース及びイベント

　文学碑コース→白石に残る歌

　人・俳人など作家の足跡を訪ね

　る（晩翠歌碑、井伏鱒二の碑など）

　新しい森の遊び発見コース→自

然の石や木の実などを活かした

　「森の標本箱」の見学、発泡スチ

　ロールでつくるバードカービン

　10月
12日（土）

15＝00～16＝30

　グ（南蔵王山麓牧場、国立南蔵

王青少年野営場）。

　ふるさと体験コース→粉からの

　う一めん手作り体験と白石和紙

　を使っての和紙工芸品（カード

　ケース）製作体験

●集合場所　中央公民館

●募集人員　各コース50名

　定員になり次第締め切りとなり
ます。

ファミリーコンサート

　　　リコーダーの音の風景

●参加費

　Aコース900円（昼食代、保険料込）

　Bコース1，000円

　　（昼食代、材料代、保険料込）

　Cコース1，500円（昼食代、材料代込）

●参加申込　生涯学習フェスティ

バル実行委員会事務局（生涯学習

推進室内）または各公民館

●お問い合わせ先

生涯学習推進室　㊧305

し

　　11月
旧（金）白石城と周辺町並みで彫刻展

　　～
　　12月　　＝見慣れた空間からの発見二
　10日（火）

　120年ぶりに復元された自石城周　　　れた空問を再発見してみませんか？

辺や、歴史的な風情を見せる沢端川　　　●期　問　11月1日～12月10日

周辺に、彫刻を配置します。彫刻で　　　●場　所　白石城本丸及び沢端川周辺

は周りの空間も作品の一部です。

　白石城周辺を散策しながら、見慣

　10月
1日（火）
　　～

　11月
30日（土）

白石城及び遊歩道ネットワーク沿いに白石を詠む
二城下町白石をうたうニ

短歌、俳旬、川柳の掲示板を設置します。

●期　間　10月1日～11月30日

臨

　　－雛

　臨触無　一・

　10月
12日（土）

　　～

13日（日）

　　　　　　綴

野』［／

至角田 至丸森

コ至仙台

石
エ
キ
パ
ル
ロ
ー
ド

●
．
［
ロ
ロ

　
コ
ロ

白石蔵王駅

　至福島

至
仙

　　
　〒［ニコヨ
　ヨ　号□　・武家屋敷

　　　　　

墨蝋

む

至
福
島

4号バイパス

至七ヶ宿

至
福
島

　来年5月にオープンする、白石

市文化体育活動センターのミニプ

レオープンイベントとして、リコ

ーダー奏者吉沢実先生によるゆか

いな楽器の演奏と楽しいお話、そ

して市内小学校の児童やママさん

コーラスとσ）共孚寅。

●日　時　10月12日（土）

　　　　15：00～16＝30

●場所中央公民館ホール

●入場料

●内　容

●演奏者

小人（中学生まで）無料、

大人500円
リコーダー、ピアノ、チェ

ンバロの演奏、歌

NHK教育テレビ「ふえは

うたう」講師（吉沢実）、

レギュラー出演者（山内

知子、小野ひさ子）ほか

●お問い合わせ先

生涯学習推進室　（丙）305

自－

　
ー
ξ
§
ネ
　

訟
詳
ノ
r

『心身障害児（者）理解推進のつどい』
　　障害をもつ人々にやさしい地域づくりを

心身に障害を持つ人たちが、多く

の困難を乗り越えて強く生きていく

ためには、適切な教育と、関係者の

方や、地域の皆様の、正しい理解と

認識が大切です。そこで、第4回白

石市生涯学習フェスティバルの中

で、「心身障害児（者）の理解推進

のつどい」を開催しいたします。

●会　場　白石市中央公民館

●内　容

□講演「ある子と出会い、ある親

　　　　と出会って」

・講師

時
画
時
ル

　
　
　
ネ

日
映
日
バ

・
□
・
□

県立船岡養護学校

校長　梅津義郎氏

13日　　 14：00～

「新ちゃんがないた！」

13日　13：00～13：40

作品展示、即売　　「生き

　がいをもとめ、自立をめざして」

・期問　12・13日　9100～16：00

□高齢者介護機器展示

　「さわやか宮城そよ風号」

　介護機器展示車が訪問

・展示期間　12日　10：00～16＝00

□相談コーナー

　障害をもたれた子の相談コーナー

・期間12日13日13：00～16：00



　
弥
治
郎
こ
け
し
村
が
開
村
し
て
か
ら

れ
る
お
客
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

し
て
村
の
運
営
に
役
立
て
て
い
る
、

　
先
日
、
福
島
県
い
わ
き
市
に
お

住
ま
い
の
菅
野
静
子
さ
ん
と
い
う

公
務
員
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を

頂
い
た
。
「
ビ
デ
オ
の
編
集
が
素

晴
ら
し
い
、
音
楽
も
照
明
も
展
示

も
す
べ
て
気
に
入
り
ま
し
た
。
生

活
と
結
び
つ
い
た
こ
け
し
作
り
が

よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
」
と
書
い

て
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
に
つ

い
て
も
大
変
良
い
と
い
う
評
価
を

頂
い
た
。

　
弥
治
郎
の
こ
け
し
作
り
は
、
生

産
の
ス
タ
イ
ル
が
鳴
子
や
遠
刈
田

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
鳴
子
・
遠

刈
田
系
は
専
業
で
あ
り
、
弥
治
郎

は
、
か
つ
て
夏
の
問
は
、
農
作
業

に
従
事
し
、
冬
の
農
閑
期
に
こ
け

し
を
つ
く
る
と
い
う
半
農
半
工
の
生
活

て
根
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

様
式
と
し

技
術
が
伝
え
ら
れ
た
弥
治
郎

横
川
の
場
合
に
は
、
木
地
玩
［

’恕シ寵騨ト㌘　　、

、
来
村
さ

を
お
願
い

の
木
が
手
に
入
り
易

、
ろ
く
ろ
を
回
し
て

い
た
が
、
幕
末
の
頃
、

湯
治
場
が
に
ぎ
わ
う

に
つ
れ
て
里
に
下
り

て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
土
湯
温
泉
、
遠

刈
田
温
泉
、
鳴
子
温

泉
等
が
そ
の
例
で
あ

　
　
ニ
と

る
漁
殊
に
遠
刈
田
で

は
、
一
時
、
問
屋
制

手
工
業
と
い
う
近
代

的
な
木
地
類
の
生
産

が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、

か
た
く
な
に
場
所
に

定
住
し
て
い
た
の

が
、
七
ケ
宿
町
の
横

川
で
あ
り
、
川
原
子

の
道
を
通
じ
て
そ
の

岬
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

具
に
目
を
注
ぐ
こ
と

本
来
木
地
職
人
は
、
材
料
の

い
山
里
に
仕
事
場
を
つ
く
り
、

な
く
、
椀
・
盆
・
鉢
等
の
日
用
品
の
木
地
も
の
を

作
り
続
け
た
木
地
職
人
の
集
落
で
あ
る
た
め
に
そ

の
需
要
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
滅
び
去
っ
た
。
弥

治
郎
の
場
合
に
は
、
幸
い
に
鎌
先
温
泉
が
近
く
あ

っ
た
た
め
に
、
職
人
の
妻
が
湯
治
場
商
い
を
行
っ

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
木
地
集
落
の
原
点
を
残

し
て
い
る
の
が
弥
治
郎
で
あ
り
、
そ
の
文
化
を
今

に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
弥
治
郎
こ
け
し
村
の

発
想
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
理
念
は
、
鳴
子
の
日
本

こ
け
し
館
と
か
み
や
ぎ
蔵
王
こ
け
し
館
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
菅
野
さ
ん
は
的
確
に
見
抜
い
て
お

ら
れ
た
。
そ
れ
が
私
に
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
の

で
あ
る
。

　
背
景
が
分
か
ら
な
い
と
私
た
ち
は
と
ん
で
も
な

い
誤
解
を
す
る
。
例
え
ば
、
「
ゴ
ビ
砂
漠
で
は
、

日
照
り
が
続
く
と
洪
水
に
な
る
」
と
い
う
。
日
本

人
の
常
識
で
は
、
日
照
り
が
続
け
ば
渇
水
に
な
る
。

し
か
し
、
ゴ
ビ
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
の
水
源
は
天
山

山
脈
の
雪
解
け
水
で
あ
る
。
そ
れ
が
地
下
水
脈
を

通
っ
て
オ
ア
シ
ス
に
吹
き
出
す
。
日
照
り
が
続
く

と
天
山
山
脈
の
頂
上
付
近
の
雪
が
連
日
の
暑
さ
で

融
け
出
し
地
下
水
脈
に
流
れ
込
み
、
オ
ア
シ
ス
に

洪
水
を
起
こ
す
と
い
う
。
菅
野
さ
ん
が
、
こ
け
し

村
の
理
念
を
的
確
に
把
握
さ
れ
た
の
に
は
、
背
景

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
の
感
想
を
引
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
、

　
「
二
十
五
年
前
、
大
学
時
代
の
親
友
か
ら
結
婚

祝
い
と
し
て
こ
こ
の
こ
け
し
を
頂
き
ま
し
た
。
あ

る
悩
み
を
抱
え
た
彼
女
は
、
こ
の
村
へ
は
る
ば
る

と
バ
ス
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
人
で
こ
こ
ま

で
来
て
私
の
た
め
に
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ

の
こ
け
し
と
出
会
っ
て
、
顔
を
ジ
ッ
と
見
つ
め
て

い
る
と
悩
み
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
そ
う
で

す
。
私
が
新
し
く
家
族
を
持
ち
、
悩
む
こ
と
が
あ

っ
た
ら
こ
の
こ
け
し
を
み
つ
め
る
と
い
い
で
す
よ

と
言
う
意
味
で
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
お
陰
様

で
息
子
達
三
人
も
成
長
し
、
主
人
と
二
人
で
こ
こ

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
す
て
き
な
素
朴
な
こ
け
し

に
囲
ま
れ
て
、
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
。
」

　
半
農
半
工
か
ら
出
発
し
た
素
朴
さ
を
残
す
弥
治

郎
の
こ
け
し
だ
か
ら
こ
そ
、
菅
野
さ
ん
の
期
待
に

充
分
答
え
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

長寿は家族の温もりのおかげ？

　9月14・15日に市内の100歳以上

のお年寄り8人に特別敬老祝金が送

られました。特に111歳の早坂たけ

さんは東北一の長寿者で、好物のビ

ールを勧められると、うれしそうに

飲み、得意の民謡を披露するなど、

まだまだお元気な様子です。

市内の100歳以上の方は次のとお

りです（敬称略）。早坂たけ（111歳）、

佐藤ふさの（105歳）、峯村熊治
（103歳）、半沢盛枝（102歳）、小熊

重治郎（101歳）、日下清二（101）、

堀内まつの（101歳）

　　　　　　　感，
．◎レ』箆

　詞，．五
～』轟》・』

轟慧［、＿

ふれあいのときを求めて

露

翻

9月！日、歌手のさとう宗幸さん

をお迎えして、196「人権モデル地

区」指定講演会「ふれあいの時を求

めて」と題して行われました。

これは臼石市人権モデル地区推進

協議会が開催したもので、当日はた

くさんの方が会場を訪れ、さとうさ

んの歌や人権に関するおしゃべを）に

感動と魅惑のひとときを過ごしてい

ました。

また、同じ会場で人権パネル展示

も行われました。

魂を揺さぶる民謡に酔う

ぶつかり合う太鼓とドラムス。響

き合うギターと津軽三味線一。和洋

楽器の混成バンドをバックに、豪快

に日本民謡を歌う歌手・伊藤多喜雄

のコンサート、白石城ライヴ『96

「TAKIOコンサート」が8月17
日、白石城本丸内で開かれました。

これは音楽愛好家や商店経営者、

主婦、会社員などで組織した白石城

ライヴ196実行委員会（三浦正考会

長）が主催したもので、臼石城で初

めての本格的野外ライヴとなりまし

た。

夕闇迫る午後6時から開演。耳の

不自由な人のために手話での通訳も

あり、津軽じょんがら節、ソーラン

節などが次々と披露されました。天

守閣がライトァップで幻想的に照ら

し出される頃には、コンサートは最

高潮に盛り上がり、踊り出す人もい

るほどでした。

実行委員会では「来年以降もさま

ざまな歌手を呼び、臼石城ライヴを

定着させていきたい」と意欲を燃や

していました。

県境をも超える災害応援

宮城・福島両県に接する36市町村

が参加して9月28日、「宮城・福島

広域圏災害時相互応援協定」が結ば

れました。参加した広域行政圏は、

仙南地域広域行政圏、亘理・名取広

域行政圏、福島地方広域行政圏、相

馬地方広域行政圏の4つで8市25町

3村です。協定は、災害発生時に被

災した自治体に対して、要請に基づ

き食料、飲料水などの生活必需品、

応急対策または復旧に必要な物資、

資機材の提供を行うほか、職員の派

遣なども盛り込まれています。

犠霰墨麟櫛援1翻

ゴミのポイ捨てやめてね

自分たちのまちをきれいにしよう

と9月8日、白石市内のビーバー・

カブ・ボーイ・シニア隊のスカウト

約50名が、日ごろ活動の場所として

利用しているお城山周辺で空き缶な

どのゴミを拾いました。

この奉仕作業は、ボーイスカウト

日本連盟が毎年9月に行っている、

ボーイスカウトカントリー大作戦に

あわせて実施しているものです。

参加したスカウトたちは、きっと

ふるさとを愛する心を大切に育てて

くれることでしょう。

ワークショップ方式で完成

一昨年から校舎等の改築が進めら

れていた臼石市立第二小学校の落成

式が9月5日に行われました。

体育館をはじめ校舎、プール等の

改築設計は、まちづくりの提言を行

っている「白石デザイン会議」の建

築家が担当し、子どもや父母らの意

見を採り入れるためのワークショッ

プが開かれ設計がされました。

このほど工事が完了し、斬新な建

物の全体像があらわれたところです。

式典には、新築されたばかりの体

育館に児童ら約500人が参加し、代

表して6年生の先山絵里さんが謝辞

を述べました。

叢隅撫賢慨際㌧　　　ll

、湿懸瓶

男と女の新パートナーシップ

平成8年度の「女・男いきいき共

生ライフ講座」の開講式が9月2日

行われました。これは、宮城県と白

石市が共催するもので、11月25日ま

で4回にわたって男女が対等なパー

トナーとして支え合う社会づくりを

学ぼうとするものです。

　　　　　　　　　代
　　　　　　　　　に
　　　　　　　　　お
　　　　　　　　　け
　　　　　　　　　るー
　　　　　　　　　女

一．電一．

当日は、開校式の後東北大学の水

原克敏教授による「変化の時代にお

ける女・男」と題した講演が行われ、

集まった34人の受講生は熱心に聞き

入っていました、
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平成4年度の婦人の家、手編み講座よ

り引き続ぎ水芭蕉サークルとして発足し

て4年余りになりました。指導者は大庭

寿枝先生です。回を重ねる度に、枝と知

識の深さを感じさせられるすぱらしい先

生に出会い、こ指導を頂けて本当に良か

ったなあと思います。

編物をとおし、創る楽しさ、完成の喜

びを味わい、仲間とのきずなを深めてい

ます。仲間は40代から60代の主婦、

勤めている方々など7人で、話題も豊富、

和気あいあいと笑いも飛ぴ交うほどの明

るくて楽しいサークルです。先生はこん

な私たち一人一人の特長をつかみ、適切

な指導、助言をくださり、新たな作品へ

の挑戦意欲を湧かせてくれます。一日一

日根気よく編み上げた作品は、たとえよ

うもないうれしさを感じます。自分の物

か5、今では家族の物まで編み上げ喜ぱ

れております。

手先を動かし、創る楽しざ、喜ぴをこ

れからも生涯学習として仲間とともに続

けていきたい：邑のです。

”

先日、道を歩いていると写真のような車を見かけま

した。普通車とも違ってボディが長く、かといってリ

ムジンでもありません。実はこの車、タクシーだった

のです。

形も機能もちょっと変わったこのタクシーの利点と

いうのは、車椅子で生活する体の不自由な人たちも利

用できるというところにあるのです。

この車には車椅子がまるごと入ってしまい、もちろ

ん、乗り降りする際には、フレンドリーな運転手さん

がこころよく手伝ってくれるのです。

　このように、オーストラリアでは体の不自由な人た

ちも誰もが自由に、気軽に外出できる体制が整ってい

て、すばらしいことだなと思うとともに、また一つ、

オーストラリアが好きになる理由がふえました。

Fγ0η7S力旧kμちゃん
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講慌

・敷

・仕事について

想像したよりも覚えることがたくさんあって、

物覚えの悪い私は店長を始めマネージャー、作業

員のみなさん、お客様にまで助けられ頑張ってい

ます。

一夢や目標

早く仕事を覚えるように明日も頑張ります。

理想のタイプ

パンダみたいな人

倦⑳◎㊨鱒軸麟鐙⑲懸懸趣醗離

　　　し　　’　「
　　一　　　［
　　

　ヒ

　　、　　　　∫
　　1　　
　　　　　　
　　「

　　　．肖

　　　　　　　　

　　　　（南町）

平成6年に心臓病を患い身体に負担のかか

る作業ができなくなりました。たまたま趣味

で撮った自石城の雪景色を写真教室の先生に

見てもらいましたところ、観光写真コンクー

ルに出品しても良いくらいの作品だとほめ励

まされ、それからはもっと良い写真を撮りた

いと願い、婦人の家の写真サークルに入会し

勉強しております。咋年の5月からはボラン

ティア観光ガイドと写真サークルの両面で、

人生の生きがいを求め頑張っております 、

市
民
文
芸
啄
撫
騰
嚇
、
晦
職
・
霧
難

歌
の
道
教
え
て
く
れ
し
先
生
の
面
影
し
の
ぴ
墓
前
に
　
　
る
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
枝

立
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く
　
　
山
土
に
混
り
て
来
し
か
山
ゆ
り
の
家
の
窓
辺
に
花
咲

髪
洗
う
我
の
背
や
せ
て
小
さ
き
に
淋
し
か
り
し
と
娘
　
　
き
匂
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

が
つ
ぶ
や
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子
　
　
江
亙
一
首
目
、
こ
の
歌
壇
の
前
の
選
者
、
川
股
兵

盆
棚
を
か
た
し
て
子
ら
は
帰
り
た
り
静
け
さ
も
ど
る
　
　
三
さ
ん
を
偲
ん
で
の
歌
と
思
う
。
墓
前
に
立
ち
、
師

老
の
盤
潔
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵
　
　
を
悼
む
気
持
ち
が
こ
も
る
。
二
首
目
、
娘
さ
ん
に
言

漸
く
に
日
ざ
し
か
げ
り
て
盆
の
花
勇
る
さ
庭
辺
に
ひ
　
　
わ
れ
て
、
作
者
自
身
も
淋
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

ぐ
ら
し
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん
　
　
母
娘
の
情
が
し
み
じ
み
と
通
う
歌
。
三
首
目
、
お
盆

ふ
た
も
と

二
本
の
苗
に
大
小
の
西
瓜
成
り
帰
省
の
子
等
の
来
る
　
　
前
後
、
こ
う
い
う
家
庭
が
多
く
、
共
感
を
誘
わ
れ
る
。

を
待
ち
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

懸
購
り
し
歌
を
・
ず
さ
む
寝
・
難
ぬ
腰
國
國
∵
趣
　
尾
選

ま
た
逢
い
し
と
手
を
と
り
合
い
ぬ
入
退
院
繰
返
し
生
　
　
噴
水
の
裾
を
乱
し
て
風
一
過
　
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

く
わ
れ
も
あ
な
た
も
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で
　
　
白
蓮
に
夕
日
の
く
ら
く
な
り
に
け
り
　
佐
藤
　
周
子

横
顔
に
ピ
ア
ス
の
ゆ
れ
て
夏
帽
子
　
　
青
木
　
良
子

先
生
の
先
頭
に
ゐ
る
踊
か
な
　
　
　
　
岩
澤
　
伍
峯

朝
涼
の
窓
開
け
放
ち
ま
ど
ろ
み
ぬ
　
　
熊
谷
　
敏
子

片
陰
を
縫
ひ
つ
つ
・
駅
へ
急
ぎ
け
り
　
　
日
下
　
　
文

子
犬
来
て
は
じ
け
し
庭
の
鳳
仙
花
　
　
川
村
　
静
恵

濠
の
水
ゆ
た
か
に
夏
の
鯉
太
る
　
　
　
八
島
　
葉
子

隣
人
の
椅
子
な
ど
す
す
め
遠
花
火
　
　
高
子
　
　
橘

か
わ
せ
み

窮
翠
の
ね
ら
い
た
が
わ
ず
立
つ
飛
沫
　
菅
野
　
紫
浪

［
麟
］
噴
水
の
句
。
一
陣
の
風
が
噴
水
の
裾
を
乱
し

て
い
っ
た
涼
を
よ
ぶ
夏
の
俳
句
で
あ
る
一
．
二
句
目
、

水
面
に
浮
か
ぶ
白
蓮
に
よ
う
や
く
夕
日
が
く
ら
く
な

っ
て
き
た
白
蓮
と
夕
日
の
取
り
合
わ
せ
の
写
生
で
あ

る
。
き
れ
い
な
俳
旬
，
三
句
目
、
若
い
娘
の
横
顔
に

小
さ
な
ピ
ア
ス
が
揺
れ
て
い
る
．
夏
帽
子
の
季
題
が

ピ
ア
ス
の
揺
れ
い
て
る
と
表
現
し
て
生
き
て
新
鮮
さ

が
あ
る
一
句
と
な
っ
た
、

阿
圏
近
江
孫
　
選

子
の
投
げ
る
小
石
の
波
紋
大
き
す
ぎ
　
草
野
　
　
清

無
精
卵
か
か
え
た
ま
ま
の
夏
が
果
て
南
か
ほ
る

読
経
延
々
寝
て
ろ
寝
て
ろ
と
い
う
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
不
忘

え
び
で
鯛
釣
っ
て
引
き
揚
ぐ
帰
省
族
　
大
沼
　
妙
子

終
戦
日
己
れ
が
歴
史
風
化
す
る
　
　
　
宍
戸
　
　
広

メ
ニ
ュ
ー
の
サ
ン
マ
が
匂
う
秋
本
番
　
芝
　
玄
太
郎

車
間
距
離
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
倦
怠
期
　
佐
藤
　
武
雄

大
空
に
心
ゆ
く
ま
で
書
く
詫
び
状
　
　
片
岡
　
鶴
子

B
面
に
ち
ら
ち
ら
本
音
吐
い
て
い
る
　
米
沢
　
礼
子

ポ
タ
ポ
タ
と
滴
る
汗
に
光
る
鍬
　
　
　
菅
野
　
春
江

　
　
二
句
目
。
ふ
え
る
青
少
年
の
犯
罪
．
、
そ
し
て

わ
が
子
の
「
意
外
性
」
に
愕
然
と
す
る
大
人
た
ち
．

川
柳
の
表
現
（
内
容
）
方
式
が
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
心
得
え
た
作
品
．
秀
旬

二
句
目
、
単
身
赴
任
の
ぺ
ー
ソ
ス
（
哀
愁
）
が
に
じ

ん
で
い
る
。
知
性
と
冷
静
な
観
察
か
ら
生
ま
れ
た
旬
。

「
無
精
卵
」
の
比
喩
が
効
い
て
い
る
。
佳
旬
．
三
旬

目
、
人
間
の
タ
テ
マ
エ
と
ホ
ン
ネ
を
洞
察
し
た
、
自

然
体
な
作
風
と
風
刺
に
富
ん
だ
作
品
。
佳
句
．
．
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⑳…内線

十
月
は
「
宮
城
県
土
地
月
間
』
で
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
「
土
地
基
本
法
」
1

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
国
民

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
土
地
は
公
共
性

社
会
性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
地
価
調
査
及
び
地
価
公
示
、
土
地

取
引
の
届
出
制
等
の
士
地
対
策
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法

は
、
土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た

っ
て
国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が

必
要
な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を

「
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。

　
①
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。

　
②
土
地
は
適
正
に
、
計
画
的
に
利
用

　
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
、

　
③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
、
行
わ
れ

　
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
④
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は
、
適

　
切
な
負
担
で
社
会
に
還
元
さ
れ
な
け

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

合は事前に届出が必要です

望玄

をす

　　　　　　　　騰勲．懸

定面積以上の土地について売買などの取引

●売買　　●代物弁済

●交換　　共有持分の譲渡

●営業譲渡●地上権・貸借権の設定、譲渡

●譲渡担保●予約完結権・買戻権等の譲渡

※これらの取引の予約である場合も、事前に届

　出が必要です。

　届出の必要な土地

翻区洛．．鐙
都市計画区域以外の区域

1銑000而上肇

一団の土地取引

　ゆの　　それぞれにつ

いて届出が必要です・　　（い十ろ十は十に）≧＿定面積　（イ十口十ハ十二〉≧一定面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　髪1　　　　　　　　　　　　　手　　　　　　　　　　　　峯　　　　　　　　の　　　　　　　睡　　ま旨

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
う
し
た
考

え
方
に
基
づ
き
、
土
地
の
投
機
的
取
引

や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
を

防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出

制
を
設
け
て
い
ま
す
。
一
定
面
積
以
上

の
土
地
の
取
引
（
売
買
・
売
買
予
約
．

譲
渡
担
保
等
）
を
し
よ
う
と
す
る
時
は
、

契
約
の
六
週
間
前
ま
で
に
市
町
村
を
通

じ
て
知
事
へ
、
取
引
価
格
と
利
用
目
的

に
つ
い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

、
Q
　
七
十
歳
に
な
り

老
人
保
健
の
該
当
に

な
り
ま
し
た
が
、
保

険
税
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

A
　
加
入
者
が
七
十
歳
の
誕
生
日
の

翌
月
に
な
る
と
「
老
人
保
健
制
度
」

で
医
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
国
保
か
ら
脱
退
す
る
わ
け
で
は

な
／
＼
加
入
し
た
ま
ま
で
す
。

　
保
険
税
も
引
き
続
き
納
め
て
頂
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

☆
1
0
月
は
国
保
税
第
5
期
の
納
期
月

で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

1
地
価
公
示
・
地
価
調
査
制
度
ー

　
あ
な
た
が
土
地
の
売
買
を
し
よ
う
と

思
っ
た
と
き
、
そ
の
土
地
の
正
常
な
価

格
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ
ま
す
か
？

　
こ
の
よ
う
な
時
、
土
地
価
格
の
目
安

と
な
る
の
が
、
地
価
公
示
や
都
道
府
県

地
価
調
査
の
価
格
で
す
。

　
地
価
公
示
は
、
国
の
機
関
で
あ
る
土

地
鑑
定
委
員
会
が
全
国
の
、
二
万
地
点
の

標
準
地
（
市
内
五
地
点
）
に
つ
い
て
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
の
正
常
な
価
格
を

三
月
下
旬
に
、
都
道
府
県
地
価
調
査
は
、

知
事
が
各
都
道
府
県
内
の
基
準
地
（
全

国
で
約
二
万
五
千
地
点
、
市
内
十
三
地

点
）
に
つ
い
て
、
七
月
一
日
現
在
の
正

常
価
格
を
九
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
て
い
ま
す
。

　
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
地
価
公
示
、
土
地
取
引
な
ど
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
白
石
市
総
務
部

　
　
振
興
課
企
画
係
へ
㊧
一
二
そ
］

「

国
民
年
金
か
ら

㊥
⑳
三
六

児
童
手
当

あ
な
た
の
年
金
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
忙
し
い
あ
な
た
へ

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
に
は
、

　
　
　
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

・
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な

　
り
ま
す
。

◎
保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

　
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
を

　
　
　
　
毎
月
納
め
て
　
将
来
安
心

交
通
安
全
協
会
か
ら

　
　
　
　
　
お
す
す
め
」

・
老
齢
基
礎
年
金
は
も
と
よ
り
、
万
↓

　
の
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

　
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
毎
月
納
め
て
い
な
い
と
、
減
額
さ
れ

　
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。

㊨
市
民
課
国
民
年
金
係
⑳
一
三
六

。
税
務
暑
か
ら

消
費
税
の
税
率
が
上
が
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
地
方
消
費
税
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
消
費
税

の
税
率
が
四
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
道
府
県
民
税
と
し
て
創
設

さ
れ
る
地
方
消
費
税
が
］
％
相
当
（
消

費
税
額
の
二
十
五
％
）
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
地
方
消
費
税
と
あ
わ
せ

た
負
担
率
は
五
％
と
な
り
ま
す
。

　
地
方
消
費
税
で
あ
る
一
％
相
当
額

は
、
消
費
を
行
っ
た
都
道
府
県
に
帰
属

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
の
地
方
財
源

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
二
分
の
一
は
、
市
町
村
に
交
付
さ

れ
て
、
地
域
福
祉
の
充
実
等
の
財
源
に

あ
て
ら
れ
ま
す
、

　
ま
た
、
税
率
の
引
き
上
げ
の
他
に
も
、

消
費
税
の
中
小
事
業
者
に
対
す
る
特
例

措
置
の
見
直
し
な
ど
の
改
革
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
状
況
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

九
月
三
テ
日
ま
で
に
見
直
す
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

㊨
二
五
1
0
九
七
七

0
児
童
手
当
制
度
と
は

　
児
童
を
養
育
す
る
方
に
手
当
て
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
と
、
次
代
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
、

O
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

　
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
、
一
定
の
所
得
額
未
満
の
場
合
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
手
当
の
月
額
は

　
第
］
子
目
　
　
　
五
千
円

　
第
二
子
目
　
　
　
五
千
円

　
第
三
子
目
以
降
　
一
万
円

O
今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
今
月
は
、
平
成
七
年
六
月
分
か
ら
九

月
分
ま
で
の
児
童
手
当
が
振
り
込
み
に

な
り
ま
す

．
今
月
の
四
日
以
降
、
該
当

す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
㊧
一
三
三
二
三
四

卸
惑
r

白
石
地
区
交
通
安
全
協
会
で
優
良
運
転
者
の
証
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ー
ル
を
作
成
、
交
付

　
白
石
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
こ
の

た
び
優
良
運
転
者
の
方
々
に
優
良
運
転

者
の
証
で
あ
る
「
ゴ
ー
ル
ド
シ
ー
ル
」

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ゴ
ー
ル
ド
シ
ー
ル
は
過
去
五
年

問
無
事
故
無
違
反
の
方
が
優
良
運
転
者

と
し
て
免
許
証
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
免
許
の
更

新
時
に
交
付
す
る
も
の
で
、
車
の
リ
ア

ガ
ラ
ス
等
に
貼
っ
て
優
良
運
転
者
の
車

で
あ
る
こ
と
を
外
部
に
表
示
し
、
さ
ら

な
る
安
全
運
転
を
心
が
け
て
も
ら
お
う

と
す
る
も
の
で
す
，

　
さ
ら
に
こ
の
ゴ
ー
ル
ド
シ
ー
ル
に
は

免
許
の
う
っ
か
り
失
効
を
防
止
す
る
た

め
「
次
回
の
更
新
は
平
成
十
三
年
の
誕

生
日
ま
で
」
と
い
う
よ
う
に
更
新
年
を

入
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
洗
車
の
時
な
ど

い
つ
で
も
有
効
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ー
ル
は
八
月
六
日
か
ら

交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
交
付
さ
れ

る
た
め
の
条
件
は
、

●
白
石
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で

　
あ
る
こ
と

●
過
去
五
年
間
無
事
故
無
違
反
で
あ
る

　
こ
と
の
ふ
た
つ
で
す
、

　
ま
た
、
本
年
一
月
ま
で
更
新
さ
れ
た

優
良
運
転
者
の
方
で
希
望
す
る
方
は
臼

石
警
察
署
内
、
交
通
安
全
協
会
窓
口
で

免
許
証
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
け
れ
ば

交
付
い
た
し
ま
す
。

陸
運
局
か
ら

　
9
／
1
～
1
0
／
31

　
人
間
の
健
康
診
断
と
同
じ
よ
う
に
、

車
に
も
健
康
診
断
が
必
要
で
す
。

　
車
の
状
態
を
把
握
し
、
安
心
し
て
乗

り
続
け
る
た
め
に
定
期
点
検
整
備
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
運
輸
省
で
は
、
安
全
で
快
適
な
ク
ル

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」

マ
社
会
の
実
現
の
た
め
、
九
月
一
日
か

ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
「
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
」
を
全
国
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
宮
城
陸
運
支
局
（
容
〇

二
一
「
二
二
五
ー
二
五
、
六
）
へ



ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
か
ら
（
公
共
職
業
安
定
所
）

白
石
警
察
署
か
ら

　
十
月
は
、

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎

え
、
今
後
と
も
活
力
あ
る
社
会
を
維
持

し
て
い
く
う
え
で
、
高
年
齢
者
の
雇
用

就
業
の
場
の
確
保
が
再
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、

①
6
0
歳
定
年
を
基
盤
と
し
た
6
5
歳
ま
で

　
の
継
続
雇
用
の
積
極
的
な
推
進

②
高
年
齢
者
の
多
様
な
形
態
に
よ
る
雇

　
用
・
就
業
機
会
の
確
保

③
高
齢
期
に
お
け
る
雇
用
・
就
業
の
支
援

　
を
重
点
に
雇
用
環
境
の
整
備
に
取
り

　
込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

　
十
月
は
、

　
労
働
保
険
の
う
ち
労
災
保
険
は
、
働

く
方
が
業
務
上
ま
た
は
通
勤
途
中
の
災

害
に
よ
り
被
災
し
た
場
合
に
、
治
療
の

た
め
の
給
付
や
社
会
復
帰
の
た
め
の
援

助
な
ど
を
行
う
制
度
で
す
。

　
一
方
、
雇
用
保
険
は
、
働
く
方
が
失

業
し
た
場
合
に
、
再
就
職
の
た
め
の
給

付
を
行
う
ほ
か
、
失
業
の
予
防
や
、
高

齢
者
や
障
害
を
も
つ
方
な
ど
就
職
が
困

難
な
方
の
雇
用
促
進
の
た
め
の
援
助
な

ど
を
行
う
制
度
で
す
。

　
労
働
者
一
人
で
も
雇
用
を
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
高
年
齢
者
の
知
識
や
経
験
等
の
有

効
活
用
と
就
業
の
場
の
確
保
に
つ
い

て
、
事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
，

　
　
　
塁
楚
尋
肖
き
，
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濠
　
　
，
拳
p

　
　
　
　
診
．
　
。

　
　
　
　
　
　
　
ド
て
　
ゴ
　
ま

　
　
　
　
纏
難

　
　
　
　
　
　
　
　
藻
u
・
一
ン

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

事
業
主
は
、
必
ず
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
労
働
大

臣
の
認
可
を
受
け
て
事
業
主
に
代
わ
っ

て
労
働
保
険
の
事
務
を
行
う
労
働
保
険

事
務
組
合
に
委
託
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

（
公
共
職
業
安
定
所
）
盈
二
五
ー
三
一

〇
七
ま
た
は
大
河
原
労
働
基
準
監
督
署

（
岱
〇
二
二
四
－
五
三
－
二
一
五
四
）

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

．

　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
の
街

　
1
0
月
1
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で
、
全
国
地

域
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
警
察
、
自
治
体
、
関

係
機
関
・
団
体
及
び
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
」
を
目
指
す
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
に
お
け
る
重
点
推
進
事
項

は
、O

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難
防
止

　
忘
れ
ず
に
！
防
犯
登
録
ツ
ー
ロ
ッ
ク

○
暴
力
追
放
（
暴
力
団
の
排
除
）

　
一
人
よ
り
　
み
ん
な
で
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴
力
団
追
放

O
少
年
の
非
行
防
止

　
誘
惑
に
『
N
O
』
と
言
え
る
強
い
意
思

○
拳
銃
及
び
薬
物
の
根
絶

　
け
ん
銃
の
な
い

　
　
　
　
　
安
全
な
社
会
を
め
ざ
し
て

　
覚
せ
い
剤
　
た
っ
た
一
度
が
命
と
り

　
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
主
体
は
『
地
域
の
み
な
さ
ん
』
で
す
。

自
分
の
街
は
自
分
で
ま
も
る
自
助
努
力

が
大
切
で
す
。

　
少
年
相
談
・
困
り
事
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
生
活
安
全
課

・森づくη、大地に託す夢・禾来
第48回全国植樹祭

　　　「森づくり一夢・未来」フォーラム

●日　時　11月20日（水）　13：00～！6：30

●場　所　電力ホール（仙台）●定　員　1，000名

●内　容　・基調講演　秋山　豊寛　氏

　　　　　　ノマネルディスカ・ソション

●応募方法

　10月25日までに官製はがき（1通で2名様まで〉に1主

所・氏名・年齢・職業を記入の上お申し込みください、

（応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。）

●その他　当日は手話通訳があります，また、託

　児所も設けますので、ご利用ください。

●お申し込み・お問い合わせ先

　〒980－70　仙台市青葉区本町3丁目8－1

　　　第48回全国植樹祭実行委員会事務局

　　　　　　フォーラム担当　盈022－211－3066

　本市の国立南蔵王青少年野営場を会場に開催される

「第48回全国植樹祭（主催：宮城県、（社）国土緑化推進

機構）」が平成9年5月18日に決定しました。

　全国植樹祭は、緑化運動における中心的な行事として、

天皇皇后両陛下のお手植えをはじめ、全国からの参加者

による記念植樹など、国民の森林に対する愛情を培うと

ともに、森林資源の確保、国土保全、環境保全に寄与す

ることを目的として各県持ち回りで毎年開催されています。

　宮城県では、大衡村において第6回（昭和30年）全

国植樹祭が開催されており、40年を経たお手植えの松

が見事に育ち、現在「昭和万葉の森」として整備され、

県民に親しまれる公園となっています，

　第48回大会は、「森づくり大地に託す夢・未来」をテ

ーマに全国から12，000人の参加者を迎えて開催されます。

更年期障害

公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
　
　
産
婦
人
科

　
、
更
年
期
に
は
卵
巣
の
働
き
が
低
下
し

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
急
激
に
減
少
す
る
こ

と
と
、
同
時
に
対
人
関
係
、
家
庭
内
の

葛
藤
、
職
場
で
の
問
題
、
経
済
的
な
こ

と
な
ど
の
心
因
的
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
っ

て
、
心
身
に
様
々
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。

　
第
一
に
、
月
経
周
期
に
そ
の
変
化
が

あ
ら
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も
一
定

し
な
い
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
主
な
症
状
と
し
て
は
、
の
ぽ
せ
、
ほ

て
り
、
発
汗
、
冷
え
、
動
悸
、
め
ま
い
、

頭
痛
、
不
眠
、
イ
ラ
イ
ラ
、
肩
こ
り
、
腰

痛
、
手
足
の
し
び
れ
、
頻
尿
、
尿
失
禁
、

性
交
障
害
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
不
定
愁

訴
症
候
群
を
更
年
期
症
状
と
い
い
ま
す
。

穫
翻

水
上
　
端

■
、
ノ

　
治
療
方
法
は
患
者
さ
ん
の
症
状
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
精
神
安
定
剤
、

漢
方
薬
、
各
症
状
に
合
わ
せ
た
対
症
療

法
、
さ
ら
に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
不
足
し

て
い
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
補
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
症
状
の
改
善
を
図
る
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
に
は
運
動
不
足
、
過
食
を
避
け
る
な

ど
生
活
面
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、
環
境

面
の
改
善
も
大
切
で
す
。
今
や
平
均
寿

命
が
延
び
た
せ
い
で
、
老
年
期
に
入
っ

て
も
障
害
が
続
く
患
者
が
め
だ
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
年
の
せ
い
だ
と
あ
き
ら
め
ず
に
専
門

医
を
受
診
し
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

翻も守りたいのはおもし物

＃03

　　　講演と映画の集い

　「子どもの人権を守ろう」をテー

マにした講演と映画の集いを下記の

とおり開催します。

　多数の方の入場をお待ちしており

ます。

●日　時　10月8日（火）

　　　　13：30～16：00

●場所中央公民館大ホール

●講演
　・講師　早稲田大学文学部教授

　　　　喜多　明人氏

　　テーマ

　「子どもの輝く笑顔が見えますか

　　　子どもの権利条約から

　　　　　　子育てを見直す

●入場料　無　料

●主催・仙台法務局
　　　　　・宮城県人権擁護委員連

　　　　　合会
●協　賛　白石市人権モデル地区推

　　　　進協議会
●お問い合わせ先　恐25－2111（内線）653

鵡11，、白石馴闘

ル推進協議会も参加し、市民の方々

に人権うちわを配布いたしました。

　　　女性と人権

　職場や地域活動、スポーツなどい

ろいろな分野での女性の活躍がめだ

ってきています。

　しかし古くからある「男は職場、

女は家庭」といった男性と女性の役

割を固定的にとらえる意識がいまだ

に残っており、このことが家庭や職

場において、いろいろな男女差別を

生む原因となっています。

　また、最近は「性的嫌がらせ（セ

クシャルハラスメント）」も茎土会問

題化しています。

　　　8月の活動

　8月5日　人権ワッペン図画審査

会が市役所会議室で行われました。

　これは自石市人権モデル地区推進

協議会が子どもの人権啓発の一環と

して、市内の小学校に依頼したもの

です。

　人権ワッペン入選作品

　自石第一小学校　最優秀作品

　　6年1組　堀米寛子さん
●入賞作品の皆さん

・田切直之くん

　たくさんの応募ありがとうござい



片倉家中武家屋敷「旧小関家」盈2牛2162

、武家屋敷催事『お月見と古文書展』の開催について

教育委員会及び、白石市文化体育

振興財団では，下記によりお月見と

古文書展を開催いたします。みなさ

まの御来場をお待ちしております。

●開催期間　9月27日～10月6日

●場　所
片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●内容

・月見の展示

・江戸時代の街道関係古文書の展示

●入場料　武家屋敷観覧料で御覧い

ただけます。

●お間い合わせ先

白石市教育委員会社会教育課

文化財係　盈25－2111

　　　　内線412、413

勤労青少年ホーム a・FAX25－3720

，第24回アルタ祭のお知らせ

今年で24回目を迎えるアルタ祭。

利用者一同準備に頑張っております

ので、ぜひご来場ください。

●日　時　11月10日（日）9：30～14：00

●会　場　白石市勤労青少年ホーム

●内容
☆発表の部　10：00～12：00

　1階軽スポーツ室
　エアロビクス10＝00～10：10

　着物着付　　10：20～11：20

　民謡　　　　11：30～12：00

☆展示の部　　10100～14：00

　・1階玄関ホール・談話室

　洋裁、手編、書道、染物

　・2階和室

　華道（池坊、小原流）

☆お茶席　　　　10：00～13：00

　1階集会室お茶券250円
☆食　堂　　　　11：00～13：30

　1階調理室・中庭
　混ぜご飯セット　350円

☆喫茶室　　　　10：00～13：30

　・前庭

　コーヒーセット　100円

☆バザー　　　　12130～13：00

　1F皆　　軽スポーツ室

●お問い合わせは上記へ

自石市字延命寺北15－1盈25－3720

白石市働く婦人の家岱・隙2与5・95

．宮城県師働く女性のつどい”開催

●日　時　10月20日（日）10：00～15：00

●場所白石市働く婦人の家

　　　碧水園
●内容
　・トーク＆卜一ク

　「私のライフステージ」

　・講演

　「働く女性のメンタルヘルス」

　　一カウンセリングの現場から

　・講　師：梶原　英志　氏

　　　　　（カウンセラー）
　・民話朗読、仕舞、琴、日本舞踊、

　作品展示等
●お申し込み　盈25－5095まで1

図書館 盈26－3004

人形劇を楽しもう

●日　時　11月2日（土）14：30～

●場所閲覧室・文化室
●内　容　・山んばゴロゴロ

　　　・なかよしになりたい
O出　演　劇団「小さいお城」

●主催白石市図書館

　　　第一児童館親の会

　　　杉の子母親クラブ
●その他　おみやげコーナー・民話

に親しむコーナーもあります。

麗　　　　垂　　　　・冒

　　　　〉
ひ《⑤〉ば

　UBRARY　NEWS
★今月の書棚（こども読書室）

みてわかる災害にそなえる本

　　　　　全5巻　岩崎書店

懸纒』聾
　　　　　　協
　　　　麟　　　　　　　　『建　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　7　　　　　　　　　「　　　　　　　　　ト　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　／r

　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　だ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　
コ

　　　　　　　　　蔚　　　　　　　　　震凶特徴：災害から身を守る心構え、対策が満
載1台風・地震・津波などの自然災害はもと

より交通・事故・火事など私たちの身のまわ

りは「危険がいっぱい」です。災害・災難か

らいかに身を守るか日頃の心構え、防災対策

などを、イラストでわかりやすく解説してい
ます、

1．オシリス・コンプレックス

　　　　　　コリン・A・ロス著
2．家系・家紋ハンドブック　真藤建志郎著

3．JTBのポケットガイド東南アジァ

　　　　　　　JTB出版編
4．右肩ドがりの日本経済　　水谷研治著
5．ローブとひもの結び方　主婦と生活社編

6。季節おもしろ辞典　　　　倉嶋　厚著
7．昼寝のすすめ　　　　　井上昌次郎著
8．ダンベル体操正しいやり方　鈴木正之著

9．メラトニンの「超」驚異

　　　　　サヒリアン・レイ著
10．効いた、ピュアココア健康法

　　　　　　　泉谷希光著
1Lお菓子Perfectノート　　　城戸崎愛著
12．元気を食べるとうふ　　竹内富貴子著

13．花の庭をf乍ってみよう　加地一雅他著

14，狂牛病のすべて一ファクトブックー

　　　　　日経メディカル他編
15．全国美術館ガイド　全国美術館会議編

16．日本一暖かい愛の絵手紙

　　　　　　愛知県蒲郡市編
17．会津やきもの紀行　　　　笹川壽夫著

18．あいまい語辞典　　　　　　芳賀繧他著

19．完本戒老録　　　　　　　　曽野綾子著

20，ひと恋ひ歳時記　　　　　高橋　治著

2Lいつだってもうひと花　　下重暁子著
22．君に輝いてほしいから　　　秋元康著

23．愚直　　　　　　　　　　大橋巨泉著

24，張り子の虎　　　　　　　典厩五郎著

25．一番長いデート　　　　　赤川次郎著

26．神津恭介の回想　　　　　高木彬光著

27．終才）りなき祝祭　　　　　辻井　喬著

28．恋を追う女　　　　　　　山崎洋子著

29．蟹女　　　　　　　　　村田喜代子著
30．幸せの記憶上・下　スティール・ダニエル著

　　◆図書館利用案内◆

開館時間　火～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　10時～16時
休館日　　月曜日、毎月末日、国民の祝日

　　10／1～10／10（曝書期間〉、年末

　　年始、その他
10月の休館日

　　1～10曝書期間（本のむし干し）
　　14、21、28、31（月末整理日）

『丁－・獅一邸　　『臼熈’腎鋲　鵬跡r

乳製品を使った窟　　　 騨一

　　　　　　＼　更

騨
　
　
　
L

魚杁りローノレ白菜

チーズとスキムミルクで

　　昧にこくが出て、

　　　　魚の生臭みも消えます

〈
作
り
方
〉

①
白
菜
は
さ
っ
と
茄
で
、
根
元
部
分
を

　
少
し
切
る
。

②
鮭
を
す
り
身
状
に
す
る
。

③
②
に
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
と
玉
葱

　
の
み
じ
ん
切
り
を
加
え
、
ス
キ
ム
、
、
・

　
ル
ク
と
調
味
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
．

④
ゆ
で
た
白
菜
を
広
げ
て
小
麦
粉
を
ふ

　
り
、
六
等
分
に
し
た
③
を
の
せ
、
手

　
前
に
棒
状
に
切
っ
た
チ
ー
ズ
を
の
せ

　
巻
い
て
葉
の
両
端
を
た
た
む
。

⑤
二
〇
分
く
ら
い
蒸
し
冷
め
た
ら
切

　
る
。

　材料く4人分〉
生鮭一…・…………・…200g

（皮と小骨を除いて）

白菜……辱・…………・……6枚

玉葱　一…………・…・…小1個

ミックスベジタブル・・一60g

プロセスチーズー・・……30g

スキムミルク………大さじ2
小麦粉一…………・…大さじ2

塩……………・…・・…小さじ2／3

こしょう一…・…………・少々

パセリ………………一・…適宜

　　　ニ
ヘルスメイト白石

立田　ふぢ子さん，

　　　　（長袋），

皿
，
客
D

　
最
近
「
多
重
責
務
」
と
い
う
言

葉
を
新
聞
で
見
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
「
借

金
が
か
さ
ん
で
身
動
き
の
で
き
な

い
状
態
」
の
こ
と
で
す
，
現
在
、

日
本
に
は
百
万
人
の
多
重
責
務
者

が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
返

せ
な
い
ほ
ど
借
金
を
繰
り
返
す
方

が
悪
い
と
い
う
の
は
簡
単
で
す

が
、
百
万
人
も
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は
な
ぜ

多
重
責
務
に
陥
る
の
か
原
因
を
二

つ
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
、
高
い
手
数
料
が
か
か
る
。
内

訳
は
利
息
、
信
用
調
査
費
、
人
件

費
、
管
理
費
、
代
金
回
収
費
、
貸

　
　
　
　
ほ
て
ん

し
倒
れ
補
填
費
等
で
す
。
ク
レ
ジ

ノ
ト
を
利
用
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
手

数
料
に
代
金
を
加
え
た
も
の
が
請

求
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ

ン
グ
を
す
る
と
利
息
が
か
な
り
高

い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

二
、
相
手
の
支
払
能
力
を
無
視
し

て
貸
し
続
け
る
こ
と
で
す
，
本
来

な
ら
相
手
を
よ
く
調
べ
て
貸
す
の

に
、
現
代
で
は
財
産
も
な
く
収
入

も
少
な
く
支
払
い
能
力
に
欠
け
て

い
て
も
平
気
で
五
十
万
、
百
万
と

貸
し
付
け
ま
す
。
そ
の
た
め
カ
ー

ド
で
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
で
き
な
く
な

る
と
別
の
カ
ー
ド
を
作
る
、
あ
る

い
は
サ
ラ
金
で
借
り
る
、
と
簡
単

に
行
わ
れ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

す
ぐ
に
多
重
責
務
に
陥
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
支
払
い
能
力
を
考
え

て
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
仙
台
弁
護
士
会
で
は
今

年
二
月
よ
り
多
重
責
務
者
を
救
済

す
る
会
が
発
足
し
ま
し
た
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
原
則

一
、
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
を
し
な
い

二
、
カ
ー
ド
は
二
枚
ま
で

三
、
貸
さ
な
い
、
無
く
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
）
六
六
一

』
弧 〔∪ D

オ

、
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多重責務について

食　パ　ン
　品目

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　　糖

しよ　　ゆ

サラダ油
マーガリン
牛　　　乳
バ　　タ

ティノシュベーノ｛一

ラ　 ッ　 ブ

規　　 格

並食1袋　6～8枚切

薄力粉1Kg
袋入り　1009

上白糖　1Kg

上級濃口1ぞポリ容器入リ

ポリ容器入り　1，500g

カルトン入．りソフト225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　2259

400枚（200組）紙箱人り

幅30cm　長さ20m

平均価格　対前年同月比

　　15
　十　5

　　1
69

132

183

　　5
191

　　9
262

　十136463

　　13181

　十　5196

　　35311）

　十　375

　十　5184

高値
165

198

　82
258

298

658

198

228

318

　80
198

安値
118

168

　54
128

229

348

177

168

298

　69
138

アルミホイル
　品目

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　　油

レギュラーガソリン

軽　　 油

プロパンガス

規　　 格

幅25em　長さ8m

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシヤツ

外食並1皿

184店頭価額

184配達料込価額

14現金
1ぎ現金

10m

　調査年月日：平成8年9月1日

　　　　　　安値　　　　高値　　対前年同月比

　　　　　　　58　　　8　　　　　108　86
　　　　　　　398　　　61　　　　　597　509
　　十100　　　　　　1，600　　　　　2，3002，050

平均価格

　　　　　　6，300　　　0　　　　　8，5007，133

　　　　　　　98　　　16　　　　　250　145
　　　　　　　550　　十　92　　　　　1，200　680
　　　　　　　702　　十　82　　　　　828　781
　　　　　　　792　　十　64　　　　　864　843
　　　　　　　100　　　　7　　　　　103　101
　　十　4　　　　　　　72　　　　　82　77
　　　　　　4，050　　－112　　　　　5，5114，863
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無

　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　の

市営住宅入居者の募集をしておりま或（g月17日現在）

●お問い合わせ先

　市建設課住宅係　盈25－2111

　（内線）262、263

※市建設課で随時先着順で受け付け

　しております。

◎第一種住宅

　（収入基準　198，000円以下）

団地名

新館

型式

3K

　家賃
（敷金は3月分）

6，800円

一7，400円

家
数

空
戸

3戸

◎第二種住宅

　（収入基準　115，000円以下）

団地名

新館A

新館B

緑が丘

型式

3K

3K

3DK

　家賃
（敷金は3月分）

10，500円

12，600円

14，500円

～18，000円

家
数

空
戸

1戸

1戸

9戸

平成9年度社会人特別選抜学生募集

　福島大学の「夜間主コース」では、

祉会人を対象とした平成9年度の学

生募集を行います。

●募集人員

　行政社会学部（行政学科）20人

　　〃　　（応用社会学科）10人

　経済学部　　　30人

●選抜方法　大学入試センター試験

　を免除し、小論文、面接、出身学校

　の調査書、志願調書、志願理由書及

　び健康診断に基づいて選抜します。

●出願期問

　平成8年10月30日～11月6日まで

　出願資格、手続き等については、

　福，島大学学生部入学主幹付入学試

　験係（盈0245－48－5151）へ

第5回全国一斉
　親子で楽しむネイチャーゲーム大会参加者募集

　野生動物の気持ちになってみよ
う．

●日　時　10月20日（日）受付9：30

　　　　10：00～12：30小雨決行

●会　場　蔵王野鳥の森

●参加対象　家族連れ、大人・子供

　（小学生以上なら子どものみも可）

●定　員　60名（お申し込み先着順）

●参加費　高校生以上　300円

　　　　子ども　　200円

●お申し込み方法

　みやぎ蔵王ネイチャーゲームの会

の小野（ことりはうす盈34－1882）

に電話で10月10日までにお申し込み

ください。集合場所などの詳しいご

案内をお知らせします。

国際交流人材バンク登録者募集11

　自石市では、国際交流のために外

国人の方が白石でホームステイを希

望する際に引き受けていただく、ホ

ストファミリーボランティアと、英

語などの外国語で通訳していただく

通訳ボランティアを募集しておりま

す。応募いただいた方は、国際交流

人材バンクに登録されご協力いただ

きます。

●資格白石市内にお住まいのご

　家族、個人ならどなたでも。

●お申し込み・お間い合わせ先

　市秘書広報課国際交流係費25－2111

内線（311）へお申し込みください。

4

5

緑が丘

県営住宅入居者募集

●お申し込み場所

　（財）宮城県建築住宅センター

　盈022－224－0014（代）

　仙台市青葉区上杉一1一目1番20号

◎第一種住宅

　（収入基準　198，000円以下）

団地名

県営寿

山住宅

型式

3K

　家賃
（敷金は3月分）

14，500円

～16，500円

家
数

空
戸

20戸

一緒に歌いましょう

　　　Qあんど．ざOH！

　私たちの音楽グループ「Qあんど．

ざO　H1」は、若い人も熟年の人も、

男も女もみんなで歌う集まりです。

　童謡、歌曲、歌謡曲、民謡などを

練習し、発表会などに参加していま

す。現在メンバーを募集しています

ので、一緒に歌ってみませんか？

●指導
　　　　　しトつき　　　　　　　もとむ

　声楽家　　斎　　求先生
　ピアニスト　吉村　昌美　先生

●練習日・会場

・第1・4・5金曜日　19：00～

　ひかり幼稚園

・第2・3土曜日　19二〇〇～

　中央公民館

●お問い合わせ先

　安藤芙貴子　a25－4240

　市内字堂場前137

働く婦人の家サークル

ミニ展示会のお知らせ

●アツギナイロン白石工場

　・型絵染　9／26～10／14
　・ペン習字　10／14～10／31

●セラビ白石

　・ペン習字　9／26～10／14

　・油　絵10／14～10／31
●白石市役所

　・シ由　　　糸会　　9／26～10／14

ワ
　I

「

「

r　　　J　．．　．

・擁　スパッシュランドしろいし 盈29－2326 10月の休館日 9日、23日

，第5回スパッシュランド スパッシュランドしろいし送迎パスをこ利用ください。

しろいし水泳大会 スパッシュラン

●日　時　10月13日（日）

　　　　8＝00受付　9：00開会式

●場所
　　スパッシュランドしろいし

※当日は、競技終了までプール利用

　ができませんので御了承くださ

　い。なお、2階ギャラリーから大

　会の応援が出来ますので、ぜひお

　出かけください。

集募ロ
貝

△
五人個

●会員登録料　51，500円

　　　　（次年度以降　41，200円）

●特　典　1年間フリーパスです。

月曜日・木曜日

越河・斎川・大平方面

越河清水バス停前

八島屋商店前

越河公民館前

越河訳前

甲冑堂パス停前

斎川農協前

大平バス停前

佐久間酒店前

上久保バス停

こけし塔前

新幹線駅

第2小前

白石駅

市役所

ふれあいの館

御廟入口

着ス

9：00

9：02

9105

9：10

9115

9118

9＝22

59“9
928

9130

9135

9；40

9145

9150

9：55

10＝00

10110

深谷方面

平林商店前

木須商店前

八幡商店前

深谷公民館前

大正自動車前

新幹線駅

白石駅

市役所

ふれあいの館

スノi着

9＝00

9105

9：10

9：！5

9＝20

9145

9150

9155

10＝00

10110

ド送迎バス時刻表

火曜日・金曜日

大鷹沢方面

大鷹沢保育園

大鷹沢公民館

大鷹沢農協前

やまやクリニ’ク前

新幹線駅

東町セフンイレフン前

市役所

臼石駅

ふれあいの館

御廟入口

スパ着

9：10

9113

9：16

9117

920

9；25

9：30

5り
∂9

9：40

9：45

9：55

福岡・臼川方面

福岡公民館前

天津沢バス停前

島貫タイヤ前

内親生活センター

自川中学校前

自川公民館前

北臼川園芸前

臼川保育園前

臼石コルフガーデン前

工業高校入口

市役所

スパ着

9：00

9105

9＝08

920

9：30

9：35

9：37

9138

9143

9：45

9：55

10105

◎平日の送迎バスの送りはスパッシュランド発15＝00です。

◎水、土、日、祝祭日、5月の連休、並びに7月、8月は運休致します。

◎送迎バスの運休日　10月12日（土）、13日（日〉

弥治郎こけし村 盈・FAX26－3993 10月の休村日

第2回白石市長杯争奪ベーゴマ大会参加者募集

9日、23日

●目　時　10月13日（日）9100受付

　受付時間に遅れた場合は失格とな

ります。

●定員
　大人の部（高校生以上）　50名

　小人の部（小・中学生）　50名

　定員となり次第締め切ります。

●内　容

　部門毎にトーナメント制で実施し

ます。

●参加料　大人の部　1，000円

　　　　子供の部　　700円

　（入村料、べ一ゴマ代等含む）

●参加賞

　大人の部→地元産野菜

　子供の部→手づくりコマ

　なお、ヒ位勝者には賞状と副賞を

贈ります。

●お申し込み・お問い合わせ先

　〒989－07

　臼石市福岡八宮字弥治郎北72－1

　自石市弥治郎こけし村内

　白石市長杯争奪べ一ゴマ大会係

　ハガキまたはFAXで、住所・氏名・

電話番号を記入のうえ、お申し込み

ください。（学生の方は、学校名・学

年・保護者名もご記入ください。）

※地元で採れた山菜・野菜等の販売

　やいも煮汁など秋の収穫祭りも同

　時開催します。

展示品の展示替え

開放展示室では、全国のこけし工

人やマニアの方々から寄贈されたこ

けし、玩具を展示替えしました，

ぜひご来村ください。

古典芸能伝承の館碧水園 盈25－7949 10月の休館日

碧水園茶会 市民茶会（神無月の茶会）

7日、14日、2、日、28日

　初めての方もどうぞ∫ノ簡単にお

茶の飲み方の指導もいたします，

●日　時　10月6日（日）10時～15時

●お茶券　400円

　濃茶・薄茶席

　秋の庭園を眺めながら優雅なひと

ときを楽しんでみませんか！！

●日　時　10月20日（日）

　　　　10日寺一一15日寺

●お茶券　1，000円
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城県最低賃金改定のお知らせ

いて・ひかれて

第6回市民綱引大会

●日　時　11月23日（勤労感謝の日）

　　　　8時～
●場　所　白石中学校体育館

●種　目

　小学生（男女混合）、中学生（男・

女）、一般男子（クラブチーム・一般）・

一般（女子・男女混合）

●競　技　8名（小学生は10名）

　小学生は、女子又は4年生以下の

男子が常時3名出場。体重制限（一

般男子600kg・女子480kg）他種目制

限なし

●申込締切　11月12日まで教育委員

　会社会教育課まで申込みください。

●お間い合わせ先

　市教委　社会教育課　体育振興係

　盈25－2111内線410

　県内で事業を営む使用者及びその

事業所で働く全ての労働者（臨時、

パートタイマー、アルバイト等を含

む）に適用される宮城県最低賃金が、

次のとおり改定されました。

●地域別最低賃金額

　　　　　日額4，613円
　　　　　時間給　　　581円

効力発生年月日　平成8年10月1日

●産業別最低賃金

・鉄鋼業　　日　額　　5，285円

〔

　　　　　時問給　　662円

・自動車小売業

　　　　　日　額　　5，129円

　　　　　時間給　　　642円

・電気機械器具製造業

　　　　　日額5，072円
　　　　　時間給　　　634円

●お問い合わせ先

　宮城労働基準局　ao22－299－8841

　大河原労働基準監督署

　　　　　　　盈0224－53－2154

るさと宮城∪夕一ンフェア」の開催

　宮城県にUターン就職を希望され

る方のために、県内企業約40社が参

加する合同企業選考会を、東京で開

催します、（併設　新規就農相談会）

　参加は自由ですので、当日会場へ

直接お越しください。

●日　時　10月13日（日）

だ
し
、

　　　　11：00～16：00

●場所全労済ホール
　東京都渋谷区代々木2－12－10

●お間い合わせ先

　県職業安定課　職業紹介係

　恩022－211－2775

「　　　30回白石市陸上競技

　　　　　　　選手権大会

ポーツの祭典
第68回白石市民体育大会

●日　時

所
催

場
主

●
●

10月10日（体育の日）

（雨天の場合は13日、20日）

　9時開始
自石川緑地陸上競技場

臼石市体育協会

白石市中央公民館

●お願い

　駐車場は市役所・農協・第一小学

校をご利用ください。市道緑地公園

線（白石川堤防）は全面駐車禁止で

す。

●日　時　10月20日（日）9：00～

　　　　（雨天時10月27日に延期）

●場所白石川緑地公園陸上競技

　　　　場

●参加資格　小学5年生以上の児

　　　　童・中学・高校・一般男女

●お申し込み先　白石市教育委員会

　　　　社会教育課体育振興係

　　　　盈25－2111内線409、410

●お間い合わせ先

　　　　鈴木　清重　盈25－2849

　　　　半沢　克美　盈25－3867

　　　　佐久問克岱26－2218
●お申し込み締切日

　　　　10月11日（金）期限厳守

π
石陽光園まつりのお知らせ

テーマ『ありがとうを、あなたに1』

　皆様と楽しい一日をすごしたく、

多くのアトラクション、販売コーナ

ーを設け、ご参加をお待ちしており

ます。

※小学生以下には、お楽しみ袋をプ

　レゼントします。

●日　時　10月6日（日）

　　　　10：15～14：30（雨天決行）

●場所自石陽光園グラウンド
●送迎バス　白石駅発9二40、10；30

　　　　　陽光園発　14：40

●お問い合わせ先

　自石陽光園　盈25－9511

「 20回子ども会ソフトボール大会

　子ども会活動の普及と充実強化を

目的に、さる8月25日（日）、白石

川緑地公園ソフトボール場を会場に

子ども会ソフトボール大会が開催さ

れました。市内の小学校10校から13

チームが参加して、熱戦が繰り広げ

られ、次のチームが入賞しました。

優　勝　深　谷小学校チーム

準優勝　大鷹沢小学校チーム

第3位　白石第二小Bチーム

　　　　白　川小学校チーム

刈田病院は、毎週土・日曜日が休診日です。（ただし、急患は受付’いたします。）

颪』

，4 　輝いていまず。今のあなた
★ 5

臼石市外二町組合（公立刈田綜合病院・宮城県不忘園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　職員を募集します。

●職種及び採用予定人員

　看護婦　　昔干名

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●応募資格

　平成8年10月1日現在で満年齢40

歳未満の方で看護婦免許を有する方。

●試験日時

　第1次試験

　試験日平成8年11月3日（日）

　　　　　　午前10時～12時

　試験種目　作文試験

　第2次試験

　試験日　11月下旬

　試験種目　人物試験・身体検査

　　　　　身上調査

●採用予定日

　平成9年1月1日

●受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、必要事項を記

入のうえ提出してください。

●申込受付期間

　平成8年10月22日（火）まで

※受験手続、その他受験に関する問

　い合わせは、公立刈田綜合病院庶

　務課人事係へ

　岱25－2145（内線）323

公立刈田綜合病院臨時職員を募集します。

●職種及び採用予定人員

　看護婦　　（臨時職員）

　若干名　看護助手（臨時職員）

　若干名

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●応募資格

　平成8年10月1日現在で満年齢が

40歳未満の方で心身ともに健康な

方。看護婦については看護婦免許を

有する方。

私立幼稚園（ひかり幼稚園）

　　　　　　　　園児募集

　市内の私立幼稚園では、平成9年

度の園児を募集しています。

●募集年齢

　ひかり幼稚園　3歳児、4歳児、5歳児

●入園願書の交付

　10月1日（火）以降、幼稚園で配

付します。

●入園願書の受付

　！1月1日（金）午前9時より幼稚

園で受け付けます。

※詳しくは下記の幼稚園（宮城県私

　立幼稚園連合会白石ブロック〉へ

　お問い合わせください。

　ひかり幼稚園　僧26－3390

●募集期間

　平成8年10月22日（火）まで

●応募方法

　履歴書（市販の用紙を使用）に必

要事項を記入のうえ公立刈田綜合病

院庶務課人事係へ送付してくださ

い。面接日は追って通知します。

●採用日

　書類・面接審査により随時決定し

ます。

水引き入道親子登山の

　　　　　集い参加者募集

　　　親子もみじがり登山

　野営場近くの登山コースとして親

しまれている水引き人道は、展望と

紅葉がすばらしい．この山へ親子で

登り、秋の大自然を満喫しましょう，

●日　時　10月12日（土）、13日（ヒi）

●対　象　小学5年以上の児童・生

　　　　徒と親

●参加費　一人1，300円（食材料、

　　　　保険料等）

O定　員　20家族

●お申し込み方法　10月5日（土）ま

　　　　で野営場豊24－8126にお

　　　　申しタムみください，

4

白石市観光写真コンクール

　　　　　　　作品募集

　白石市内の史跡、名勝、自然景観、

祭り、民芸品、観光施設などを題材

とした観光写真を募集します。

●主　題白石市の観光イメージ

　　　　　にマッチしたもの

●応募規格

　第1部カラープリントの部4ツ切り

　第2部　白黒の部　4ツ切り

●賞

特選各部を通じて1点賞金50，000円

準特選　各部それぞれ1点賞金20，000円

入　選　各部それぞれ2点賞金10，000円

佳作各部それぞれ3点賞金5，000円

●応募上の注意

①応募点数、各部2点まで

②応募作品は、平成8年4月1日以
　降撮影したものに限る。

③応募作品は、未発表のものに限る。

④応募作品には、申込書を同封する

　こと。

⑤入賞作品の版権は、主催者側に属

　します。入賞された方は、授賞式の

　時にネガを提出していただきます。

⑥なお、応募作品は返却いたしませ

　んので、ご了承ください。

⑦佳作以上は原則として一人一品と

　します。

●応募期間　平成8年10月1日～

　　　　　平成9年3月31日
●応募資格　特に制限はありません。

●作品の送付先

　〒989－02　自石市大手町1番1号

　市商工観光課内　白石市観光協会

　暦25－2111（内線241～243）

●審査結果発表

　　　　　平成9年4月下旬予定

●日時　10月16日（水）

　　　13；00～16＝00

●場所　市役所第三会議室

●お問い合わせ先

　（財）暴力団追放宮城県民会議

　E（022）215－5050



＼
、

鐙》㊨葱

＼

　　ノ

唱〉＼
／

「

」

10月6日

内科亘理医院
外科　刈　田　病　院

歯科岩田歯科医院
10月10日

内科　大　沼　医　院

外科加藤医院
歯科小野歯科医院

10月13日
内科　三浦クリニック

外科　刈　田　病　院

歯科高沢歯科医院
10月20日

内科広瀬医院
外科刈田病院
歯科高橋歯科医院

10月27日
内科　梅津内科医院

外科堤　　医　院
歯科富岡歯科医院

11月3日

内科　水野クリニック

外科刈田病院
歯科村上歯科医院

11月4日

内科海上医院
外科橋本病院
歯科　真壁歯科医院

a25－8501
費25－2145

費25－2191

盈25－2502

盈26－2653

盈25－8007

盈25－6854

盈25－2145

a25－5220

費25－0283

盈25－2145

費26－3543

盈24－3571

盈25－1181

a24－4362

盈25－2736

盈25－2145

a26－2678

盈25－1501

B25－1616
盈32－3122

※都合により変更になる場合があり
　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故？ノ1鑑雛琴

事故発生件数61件（560件）

死亡者数　0人（　3人）
負傷者数　9人（120人）
物損件数52件（457件）

人ロ41，826人（前月比）一10人　　世帯数
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帰21π9書1a534
※住民基本台帳から

　8月31日現在

「
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　ノヘ　ドマ

　　　ぼ　ヒ、∫堀』の改修と周辺の環境整備
　　酔についてのお知らせ
　市では復元された白石城のイメー

ジアップを図るため、お城の内堀と

して昔から親しまれている『舘堀』の

改修と周辺の環境整備を行うべく、

宮城県に働きかけ今年5月に県営事

業による国の地区採択となりました。

　農業用水路としての位置づけか

ら、農林水産省の補助により今後事

業を展開する予定ですが、どのよう

な施設を作ったらよいのか、市民の

みなさんの声をお聞きし参考にした

いと考えておりますので、ご意見、

アイディア等がございましたら是非

お聞かせください。

●事業概要

・事業名

　水環境整備事業　益岡地区

・事業期間　平成8年度～12年度

・事業費　4億8千万円

　（国50％・県30％・市20％）

・事業主体

　宮城県（大河原農林振興事務所）

●事業計画案

・水利施設の改修

・利用施設の整備

・親水景観施設の整備

●お問い合わせ先　市農林課

　且25－2111（内線）226圃25－1193

羅r 　
解

の　go　　　〆
oo

事業区間

　　　1幡鰻£…諄
Lニ1．Okm

　　　　　　び’

憲誹

みや苦情はまず橿炎

　　　秋の行政相談週問

　10月13日（日）から10月19日（土）

までの1週問は「秋の行政相談週間」

です。

　総務庁では、行政櫃談制度のより

層の利用を促進するため、この1

週問を「秋の行政相談週間」として、

全国一斉に各種の行事を実施してい

ます。

　行政相談は国をはじめ県や市など

の行政機関やJ　R・N　T　T・J　T・

公団・公庫などの仕事について皆さ

んが持っている苦情や要望・意見な

どの相談に応じ、その解決や実現の

お手伝いをするものです。

　行政相談委員は、いつでも自宅で

皆さんからのご相談に応じていま
す。

★特設移動相談所のご案内

　秋の’行政相談週問の一環として

「特設移動相談所」（人権、行政、生

活）を開設します。

●日　時　10月18日（金）

　　　　13：30～15二30

●場　所　中央公民館

★白石市の行政相談委員

・佐藤きみ子さん

　　上久保3－6　厩25－3093

・猪股三郎さん

　　郡山字荒屋敷12－8　奮25－3974

C禰歯科健康診査」について

　在宅で療養中の寝たきり、及び歩

行困難者を対象に「訪問歯科健康診

査を実施いたします。「虫歯がある」

「入歯が合わない」「口のにおいが気

になる」など心配のある方は、是非

お申し込みください。

●日　時　11月14日（木）

　　　　午後1時～
●お申し込み先

　市保健課　保健指導係

　費25－2111（内線）606・607

※希望があれば、随時相談できます

　ので、気軽にお問い合わせくださ

　いつ

　歳6か月児親子歯科健康診査』
＝！ヨが始まります。

　お母さん、お子さんの歯を磨いて

あげていますか？

　1歳から3歳は虫歯の発生しやす

い時期であり、この時期こそお母さ

んが自分の歯を含め、虫歯予防の大

切さを自覚することが大事です。そ

こで、白石市では平成8年10月から

月1回「2歳6か月児親子歯科健康

診査」を実施します。

　親子で歯を診てもらい、お子さん

と一緒に歯を大切にしていきましょ

つ ⊃

●日　時　10月31日（木）

●受付時間

●場所
●対象者

●持ち物

　13：00～13：10

健康センター

平成6年4月生れ

母子健康手帳、家で使っ

ている歯ブラシ（親と

子）、コツプ

※今後の「2歳6か月児親子歯科健

　康診査」の日程については、毎月

　健康カレンダーでお知らせしま

　す。

●お問い合せ

　市保健課保健指導係

　a25－2111（内線）606・607

〔☆祉レクリエーションセミナー

●日　時　10月13日（日）

　　　　9：30～15；00

●内容
　福祉レクリエーション実技

　コミュニケーション技術

●講師
　（財）日本レク協会公認

　福祉レクリエーション・ワーカー

　　　　　佐藤喜也氏

〔・・

上からお礼申しあげます

所
用
象

場
費
対

●
●
●

●お申し込み・

　市社会福祉協議会（市役所内）

　盈25－2111（内線）159

中央公民館

2，000円（昼食代他）

福祉関係職員、ボランテ

ィァ・福祉レクに関心があ

る高校生以上の方（30名）

　　お間い合わせ先

〔 二27回市民文化祭

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　㈱遊佐組　取締役社長遊佐正氏、

麻生俊氏、大平老人クラブ睦月会会

長阿部忠夫氏、石村裕子氏、佐藤み

つ氏、東北電力（椥白石営業所　所長

大森豊弘氏、（椥ユアテック自石営業

所　所長吉田弘氏、小野累子氏、小

野恒敬氏

●日　時

場△
五●

●参加対象

●主催

11月1日（金）～11月

4日（月）

9：00～16：00

中央公民館（展示の部お

よび11月4日の芸能発

表）碧水園（11月3日芸

能発表）

　市民一般

白石市文化協会

囎よりお知らせ

　　秋季川干しのお知らせ

　用水路の維持補修のための川干し

をおこないますので火の元に充分ご

注意ください。また、各ご家庭の周

囲の側溝や占用箇所の土砂上げ等に

ついて、御協力お願い申し上げます。

●実施区域

　白石土地改良区管轄用水路全域

●実施期間　10月12日　（土）6：00

　　　　　～14日（月）17：00

　　　　　3日間夜間を含む

●お問い合わせ先

　市建設課　盈25－2111（内線）264

〔くしひろば開設中i

子育て中のおかあさん、おばあさ

ん、これから親になる皆さんの気軽

にコミュニケーションができる場所

を開設しています。お子さんと一緒

に参加できます。

　お申し込みは必要ありませんので

下記日程にてお越しください。

●開設日　10月17日、11月14日、

　　　　12月12日

●開設場所　臼石市中央公民館

　　　　　講座室

●時　間　午前10時から正午まで

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会社会教育課

　盈25－2111（内線）412・413

r
〔

援鍛け付けます〕

　「バングラデシュ洪水救援金」及

び「中央アメリカハリケーン救援金」

を市福祉事務所にて受け付けます。

　救援金は日本赤十字社宮城県支部

を通じて送金されます。

　市民の皆様のご協力をお願いしま

す。※物資は取り扱いません。

●ご協力いただきました「バングラ

　デシュ竜巻救援金」は、1，411円の

　救援金を送金しました。ありがと

　うございました。

　詳しくは市福祉事務所保護係費25－

2111（内線）157にお問い合わせく

ださい。



　
　
、
玄
一

植先、不忘を訪れたのは早50年前。

る水の清らかさに迷いを断ち切っ

旨性に未来を賭けた、と語る阿部

れた農業機械士全国大会で功労者

労を伺った。

ジャングル状態。開墾は血の汗を

たものだ。時代はいつの日か手作
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二　　P二＝　　云・、＿醸亟寵

　終戦後まもなく満州引き上1う

敗戦で目的を失っていた自分1目

た。生きるならここだ！と不到

清衛さん。阿部さんは、この衰

表彰を受けた。阿部さんに、こ

　入植時、辺りは木々が生い強

流すような手作業。大木を倒し

業や畜力から機械の時代に変走

では機械化を無視して農業は認

の機械化に合わせるようにして

も増えたことも事実。このまま『

農作業の安全と農業生産性の吟

組織化をしなくてないと思い』

を設立したのは平成元年だっ夫

械士会の大会や研修会に積極齪

た、機械士会のチラシ制作配仁

語づくりなど機械士会の理解聖

た。そんなことが今回の表彰1こ

なあ（笑い）。私は、微々たる

できないが、今後もがんばり大

部さんです。

β一郷一
げ者の叔父の入植先、

は、高原を流れる水¢

く忘の大地の可能性に

夏、宮崎で行われた崖

これまでのご苦労を作

茂り昼でも暗いジャン

して、畑に変えたもσ

わっていた。今

語れないが、こ

的に臨んだ。ま

付、あるいは標
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　　　　みはる
伊藤美晴ちゃん
（深谷小三住分校2年）

市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　＠2

第2会議室
福祉事務所相談室⑭1

第3会議室　＠3
健康センター
1階女性政策室

福祉事務所　　＠1

▲　
回

一
圏
一

＠4

⑧3

第4会議室

10：00～12＝00

10＝00～15：00

10＝00～15：00

10：00～15：00

10＝00～12：00

　9：30～15：00

10＝00～15：00

13：00～14：00

10：30～11：30

10：00～15：00

層6諸■

　　15

　　15

　　15

　　15

　4・25

　　15

毎週月・水金

　リオン
　4・17
　ニホン
　　25
　　15

市　　長
人権擁護
行　　政

活生

社会保険
消費生活

回
ス

巡
ビ

器
聴
一

補
サ

無料法律

第3会議室10：00～15：009体
者害

身
障

青少年相談センター　＠4

市民室　＠1
仙南保健所白石支所
　　（予約制）

第2会議室　＠2

9：00～17＝00

10：00～12：00

9＝30～11：00

10：00～15：00

　毎週
月・火・木・金

　9
　1
（原則第1火）

　15

年少青

家農

こころの相談
（精神保健）

税務相談

謝

働著　
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ゆ　　い

｛右｛衣ちゃん（6歳）
か　　　ほ

花歩ちゃん（4歳）

さんの長女・次女

田切＼
、
／
’

富之さん、俊子さんの長女・次女

ママからひとこと

　アルプスの少女ハイジのような

　女の子になってね。

パパからひとこと

　仲のよいやさしい子になってね


